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Research Abstract

熱⽔の影響下に⽣息するバクテリアが⽣成する鉱物とその⽣成プロセスを、主に電⼦顕微鏡を⽤いて、ミクロンオーダーで研究した。アイスランドとニュージーラ
ンドの間⽋泉で採集したバイオマットを位相差偏光顕微鏡、⾛査型電⼦顕微鏡、透過型電⼦顕微鏡、エネルギー分散分析により観察と分析を⾏った。バイオマット
は、珪藻、緑藻、褐藻、球菌、桿菌などからなり、シリカやカルシウムを細胞壁に厚く沈着させているのが観察された。シリカは、⼤部分⾮晶質であり、カルシウ
ムはカルサイトやアラゴナイトの炭酸塩鉱物を⽣成していた。バイオマットを樹脂包埋し、超薄切⽚を作成して、透過型電⼦顕微鏡でバクテリアの細胞の断⾯を観
察すると、細胞壁のみならず細胞の内部にも多量の⼩球粒状のカルサイト結晶が認められた。これらの観察結果は、40-90度と⾔う⾼温の熱⽔環境下において、耐
熱性バクテリアは⽣体鉱物化作⽤を⾏い、炭酸ガスの固定に重要な役割を果たしていることを⽰した。CO_2が地球の温暖化の原因として問題になっている今⽇、
バクテリアによるCO_2の固定を無視することはできない。さらに今後、深海底における熱⽔噴出孔ブラックスモーカーの周辺におけるバクテリアの挙動を調べる
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必要がある。ニュージーランドの間⽋泉跡の粘⼟中に、多量の〓素が検出された。温泉⽔の中には、多少の〓素が含まれていることがあるが、この〓素をバクテリ
アが濃集して、固定した可能性がある。これらの研究結果を、国際学会と国内学会、“海洋フラックスシンポジュウム"で発表した。
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